
上
下
水
道
局
（
☎
73・３
６
８
１
）

屋根からの雨水を貯留し、川
や水路へ雨水が流出するのを一
時的に抑えることが洪水対策に
なるとともに、雨水の有効利用

（花や植木への散水や、夏場で
は打ち水など）ができるもので、
節水にもつながります。

○下水道課へ申請書の提出

○下水道課からの回答
　（助成条件に適合しているか審査のうえ、設置助成決定通知）

○設置工事（個人で実施）

○下水道課に完了報告書の提出

○下水道課が検査後、同課から回答（助成金確定通知）

○助成金の支払い（申請者指定口座へ振り込み） 累計  ２６６基　目標  １，０００基

●市民であること
　（国庫補助事業によるため公共下水道区域内であること）
●戸建ての住宅または集合住宅
●容量が１００リットル以上
●１棟につき１基に限る
　（集合住宅は２基まで。申請者は管理人または管理組合とする）
●助成金は材料費および施工費の合計の２分の１または３０，０００円（上限）の
　いずれか少ない額とする（１，０００円未満切り捨て）
　【例１】 費用２６，０００円の場合…助成金１３，０００円　本人負担１３，０００円　
　【例２】 費用６２，０００円の場合…助成金３０，０００円　本人負担３２，０００円
●検査（現場確認）において合格のもの

雨水貯留施設設置
助成金制度を利用してください
雨水貯留施設とは？

主な設置助成条件

現在までの設置数
平成１６年度 ２基
平成１７年度 ４１基
平成１８年度 ２１基
平成１９年度 ２６基
平成２０年度 ３４基
平成２１年度 ３８基
平成２２年度 ３０基
平成２３年度 ３４基
平成２４年度

（11月30日現在） ４０基

上下水道局下水道課（☎77・２０２３）

設置助成の手続き

雨
水
貯
留
槽

屋根からの
とい

蛇口
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住
宅
な
ど
で
も
、
地
中
の
熱
を
利
用

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。「
地
中
熱
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
」
と
呼
ば
れ
る
、
主
に
空

調
に
利
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
狙
い
は
、
地
中
の
温
度
を
活

用
す
る
こ
と
で
す
。
夏
、
地
中
の
温
度

は
地
上
よ
り
も
冷
た
い
た
め
、
地
中
15

〜
30
m
程
度
ま
で
パ
イ
プ
を
通
し
、
不
凍

液
な
ど
を
流
し
て
循
環
さ
せ
、
そ
の
液

を
通
し
て
地
中
の
冷
た
い
温
度
を
最
終

的
に
室
内
ま
で
伝
え
ま
す
。
冬
は
逆
に
、

地
中
は
地
上
よ
り
も
暖
か
い
た
め
、
同

じ
よ
う
に
暖
房
の
熱
源
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。
こ
う
いっ
た
自
然
界
に
存
在
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
枯
渇

性
資
源
に
依
存
し
な
い
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
号
は
、
地
中

熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

火
山
列
島
と
呼

ば
れ
る
日
本
の
地

下
に
は
高
温
の
マ

グ
マ
だ
ま
り
が
数

多
く
存
在
し
、
地

下
水
を
熱
水
に
変

え
て
い
ま
す
。
そ

こ
へ
井
戸
を
通
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
井

戸
か
ら
高
温
の
蒸
気
が
噴
出
し
ま
す
。

そ
の
蒸
気
そ
の
も
の
や
蒸
気
の
温
度
を

利
用
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
転
さ
せ
る
の

が
、主
な
「
地
熱
発
電
」
の
原
理
で
す
。

安
定
的
に
高
い
出
力
を
出
せ
る（
設
備
利

用
率
が
高
い
）発
電
方
法
で
す
が
、
候
補

地
の
多
く
は
国
立
公
園
内
に
あ
る
こ
と

や
初
期
費
用
が
か
さ
む
こ
と
な
ど
、
実

現
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
ま
す
。

考えよう！ 広めよう！

「新エネルギー」

シリーズ 6

新エネルギー推進課（☎77・2361）

県農業改良課（☎078・362・９２０６）

　再生可能エネルギーの可能性などについて興味や関心のある人は、どなたでも参加できます。

再生可能エネルギーをみんなで考える懇談会

ウメ輪紋病まん延防止に
ご協力を

新エネルギー推進課（☎77・2361）

　2月1日㈮～10日㈰に、〒住所、氏名、電話番号を記入し、市ホームペ
ージ、ファクス（ 71・1159）で申し込み。はがきの場合は、〒665・8665（住
所不要）「市役所新エネルギー推進課」へ（2月8日㈮必着）。

2月11日㈷14時～17時、西公民館
先着100人（要予約）、市内在住・在勤・在学の人

阪神間で、ウメやモモが感
染するウメ輪紋病が発生して
います。同病のまん延を防止
するため、2月10日㈰ から、
右記①の植物が②の地域で
移動が禁止
されます。

①植物＝サクラ属（ウメ、モモ、スモモ、セイヨウスモモ、ア
ンズ、ネクタリン、ユスラウメ、オウトウなど）に含まれる全
ての植物、セイヨウマユミ、ヨウシュイボタ、ナガバクコの苗・
植木・盆栽・切り枝・花・葉など（種・果実は持ち出し可）
②地域＝安倉北、安倉中、安倉西、安倉南、泉町、伊孑
志（阪急電鉄今津線以東の地域に限る）、今里町、金井町、
亀井町、口谷西、口谷東、御所の前町、寿町、小浜、高司、
高松町、東洋町、長尾町、中筋、中筋山手、中山寺、中
山荘園、中山台、雲雀丘、平井、平井山荘、星の荘、三
笠町、売布東の町、南ひばりガ丘、美幸町、山手台西、山
手台東、山本台、山本中、山本西、山本野里、山本東、
山本丸橋、山本南、弥生町

・前回までの振り返り
・�名古屋大学大学院准教授お
よび本市再生可能エネルギ
ー推進研究会議座長の丸山
康司さんによる講演

・パネルディスカッション　など

実施予定内容

環境省資料　地中熱ヒートポンプ

資源エネルギー庁　地熱利用の模式図

ど

なた
でも！！

ど

なた
でも！！
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